
国際ロータリー第2620地区

★12：30点鐘
★東山荘
★クラブ協議会
　全員夢をかたちに

Make Dreams Real

Rotary Weekly Report

勝又重春

　梅雨空のもと、木々の青葉の中にガクアジサイの群青色の花が、一年前と同じよ
うに、何ごとも変わりない姿で咲いています。 
１．ロータリーのご報告
①６月19日、第六回（最終回）クラブ協議会が、引継を議題に行われました。
②６月21日、第六回（最終回）第二分区会長幹事会が、伊豆長岡で行われ、望月茂幹事と参加しました。
会合の内容は、年度事業の報告と確認でした。

２．話のさんぽ道
　今日は、国際ロータリーの継続的な重要プログラムの一つ、「水保全」をテーマに「水の惑星、地
球」について学んでみましょう。
　月探索機「かぐや」が月と地球を結び、あまりにも神秘的で美しい「水の惑星、地球」の映像を、
私たちに届けてくれました。しかし、地球の水環境の実情は、「水不足」という国際的な大きな課題
に直面しています。
　私たちは、日々、安くて・美味しくて・豊かな水量・良質の水に恵まれてきました。それは、こ
の街が、富士山という大きな水ガメ・「水の宝庫」を抱えているからです。しかし、今後も、この良
好な水ガメ状態が続いてくれるでしょうか。なぜなら、雨雲や風のほとんどが、日本ではなく異国
の空で生まれやってくる。しかも、気象要素は、日本で調整できるものではないからです。
　国際ロータリーがかかげる「水保全と、地球環境の保全」というテーマについて、私どもは、大
所高所の見方から国際社会とも、協働で取り組む必要があります。しかし、一方において大切なこ
とは、より身近にあって直ぐできることから始め、自然や水の環境を守るとともに、悪くなってい
る環境を良くする実績を積みかさねることです。そのためには、日々、“水は、無限でない。地球環
境は、壊すと元に戻りにくい。”という気持ちで、これらのテーマと向きあう必要があります。それ
は、「水の惑星、地球」に望ましい未来を、という大きなテーマに結びつくことでもあります。私ど
もは、昔の月の都に帰った「かぐや姫」に、ふるさと・地球の心配をかけないようにすることです。
　会員の皆さまには、この一年間、「話のさんぽ道」にお付き合いいただき、ありがとうございま
した。
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第2047回 例会プログラム
●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●国 歌 斉 唱 
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／会長・幹事・ＳＡＡ挨拶 
　　　　　　　会長・幹事・ＳＡＡ

●夫人誕生日　７月３日　勝間田芳麿君 夫人 喜代子様 
　　　　　　　７月３日　秋田悦夫君 夫人 恵美子様 
●皆出席　６月29日　小野寛幸君（14年）  
　　　　　７月１日　水口正宏君（26年） 
　　　　　７月２日　齋藤　保君（16年）

７月10日の例会
次　回

会長挨拶

会員慶事



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○豊山　徹也
幹　　　事○小早川豊一
会報委員長○根上　陽一

第2620地区

Rotary Weekly Report

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 60名 47名 78.33％ 100.00％

秋田　敬君・藤田昇司君・石川又英君・神谷高義君 
勝間田太住君・勝又敏樹君・根上眞一君・大森清治君 
小野篤之君・菅沼　久君・鈴木榮一君・鈴木崇司君 
山崎恭夫君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。
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勝又重春君

6  26のスマイル
・一年間おせわになりました。会長、幹事
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１．ロータリーの活動テーマ
　時の流れとともに、変わりつつあるロータ
リーの潮流にあって、私どもクラブは、親潮
（寒流）のような存在感があります。それは、
いつもロータリーの基本に根ざし、厳しくと

も和やかなクラブを保っているからです。国際ロータリーや
第2620地区は、黒潮（暖流）のような躍動感がありますが、
その潮目には、私どもクラブは腰を据え先を見て対応してゆ
く必要があると思います。
　国際ロータリーは、「ロータリーは分かちあいの心」をテー
マに「継続的な重要プログラム」として水保全、保健、識字
率向上、飢餓救済及びロータリー家族の五つの課題をあげ、
第2620地区では、「情熱と行動」を求めました。これらの強
い思いを受けて、私は、楽しいロータリーの継続を第一に、
会員の皆さまとのスローガン（合言葉）として“ロータリー
に、学び”を用意しました。
２．クラブの委員会等事業と会合
　委員会活動等は、歴代、脈々と続いている事業を確実に展
開していただきましたが、今年度の特徴もありました。まず、
会員増強は、増強等をテーマにクラブフォーラムを開き、新
会員推薦に努めていますが、現会員数を維持する状況。プロ
グラムは、例会の魅力づくりとして会員卓話の増加。親睦活
動は、楽しいロータリーのために2000回例会、ボウリング大
会例会、話題性の一泊例会。職業奉仕は、テーブル会（旧炉
辺会合）。社会奉仕は、富士山を世界文化遺産に登録研究。
国際奉仕は、ＧＳＥのクラブ受入。新世代は、青少年交流の
家オープンデー2007。ロータリー財団は、地区目標の会員一
人100ＵＳ＄財団寄付の達成、Ｒ財団国際親善奨学生・小野
里恵さんがスイス・ジュネーブ大への入学決定。ＳＡＡは、
和やかなクラブ、秩序正しく円滑なクラブ例会の運営。地区
出向は、米山梅吉記念館運営、青少年交換、Ｒ財団学友会の
各小委員会。
　クラブの主要な会合について、理事会は、穏やかな大人に
よる熱き友情の頭脳集団の下に13回開催。第５回クラブ協議
会は、次年度の役員および委員長を主体に開催。ＣＬＰ研究
プロジェクトチームは、開催１回、ガバナー公式訪問時にＣ
ＬＰ経過報告、現行の委員会編成の継続などを確認。
３．会員の皆さまへ、感謝とお礼
　「会長の時間（挨拶）」は、ロータリーを共有するために
「ロータリーのご報告」と、楽しいロータリーを願い「話の
さんぽ道」のコーナーを設けました。「話のさんぽ道」は、ロー
タリーのプログラムに基づき、今まで見聞した海外の話題に
もふれながら、主として「水保全」をテーマに話をしました。
つたない話が、少しでも参考になりましたならば幸いです。

　今年度も、御殿場ロータリークラブにふさわしい事業や行
事を進めることができました。これは、何事にも気配りし整
えてくれた望月幹事なくしては、この１年を語ることはでき
ない訳です。また、小野会計には、前年度より１年半の長き
にわたり金庫番を務めていただきました。実に素晴らしい幹
事と会計に恵まれ、皆さまとともに、淡々と、ロータリーに
学びながら、会長の役職を務めさせていただけました。また、
私の人生においても、二度とできない貴重な体験をさせてい
ただき、さらなる気力を得ることもできました。私には、信
じて、支えてくれる言葉もあります。それは、“自分の　う
しろ姿は　自分じゃ　みえねんだ　なあ”（相田みつを「一
生勉強一生青春」より）、それと、“月日は百代の過客にして、
行かふ年も又旅人なり、（略）”（松尾芭蕉「奥の細道」より）
です。何れにしても、この１年間、大過なく終わることがで
きましたのは、会員の皆さまのご支援、ご協力の御蔭です。
心から感謝し、お礼申し上げます。ありがとうございました。

　この21日に伊豆長岡で今年度最後の会長・
幹事会がありました。いつものように会長の
車に乗って出かけました。この一年半という
もの、ずっと会長にお世話になりっぱなしで
す。はっきりわかりませんが、よそのクラブ

はどこも幹事さんが運転していたみたいです。私が、酒気帯
び運転で捕まったら困ると、会長もあきらめていたみたいで
す。会長、ご心配かけて申し訳ございませんでした。長い間
ありがとうございました。
　いよいよ最後のお仕事で、活動報告書をつくるところまで
来ました。この一年、毎週幹事報告作りを続けてまいりまし
た。なかなかのものでした。歴代の幹事のご苦労がわかりま
した。会報委員長のときも毎週大変でしたが、なによりもあ
の頃は若かったので、毎晩宴会で深酒をしても次の日に残る
ことがありませんでした。下半期に入ってからは、例会の度
に「顔が赤い」「酒を飲んでるのか」と言われる回数が増え
ました。お断りしておきますが、そんなことは一回もありま
せんでしたが、きっと肝臓が弱ってきたのでしょう。でも多
少なりとも酒が残っていたほうが、幹事報告の声がよく通っ
たみたいです。会計さんが心配してくれました。
　皆様には、この一年、至らない幹事でいろいろとご迷惑を
おかけいたしました。すみませんでした。また、齋藤保先生
をはじめ、たくさんの方からあたたかいご指導をいただきま
した。ありがとうございました。おかげさまで本日なんとか
千秋楽を迎えることができました。
　最後に鈴木榮一さんに倣って、川柳を二句。
「苛（いら）立ちを酒に溶かしてぐっと乾（ほ）す」
「呑（の）ん兵衛の語る言葉に裏はなし」
ありがとうございました。

会長

望月　茂君幹事

1年を顧みて

6
26

6
12 のメーキャップ

の出席報告

石田　　恩君 
藤田　昇司君 
小野　寛幸君 
鈴木　崇司君 
神谷　高義君 
勝又　敏樹君 
大庭健一郎君 
田代　博久君 
土屋　闊正君 
水口　正宏君 
芹澤　正明君 

渋谷　　一君 
渡辺　　巌君 
小野　篤之君 
菅沼　　久君 
山内　強嗣君 
根上　眞一君 
勝又　博文君 
長田　吉弘君 
鈴木　榮一君 
秋田　悦夫君


